
令和５年度 第 6９回青少年読書感想文岡山県コンクール 応募要項 

 

 

１ 主  催   岡山県学校図書館協議会・毎日新聞社岡山支局 

 

２ 共  催   岡山県読書推進運動協議会 

 

３ 後  援   岡山県・岡山県教育委員会 

 

４ 応募資格   全国コンクール応募要項に同じ。 

 

５ 応募区分   全国コンクールの区分以外に、小・中学校は岡山県独自の指定図書を設ける。 

 

６ 対象図書   全国コンクールの対象図書に、上記岡山県指定図書を加える。 

 

７ 字数･用紙   全国コンクールの応募要項に同じ。 

 

８ 注意事項   全国コンクールの応募要項に同じ。 

          ◎過去に類似作品がないこと。 

 

９ 応募作品   全国コンクールの応募要項に同じ。 

          ◎入賞作品の版権は、岡山県学校図書館協議会に属する。 

 

10 賞の種類   次の受賞作品を選考する。 

(指定は、上記５応募区分のとおり、小･中学校からのみ選考) 

 

       (１)最優秀 

         小学校の各部(低･中･高)･中学校･高等学校の各部 

          自由･課題･指定 各１編ずつ。ただし、指定は小・中学校の部のみ。 

 

       (２)優 秀 

         小学校の各部(低･中･高)     自由･課題･指定 各３編ずつ。 

         中学校の部           自由･課題･指定 各４編ずつ。 

         高等学校の部          自由８編・課題４編 

 

       (３)入 選 

         小学校･中学校の部 県審査に出品され、県応募規定にあったもの。 

高等学校の部    優秀作品に次ぐもの。編数は特に定めない。 

 

       (４)佳 作 

         小学校･中学校の部 入選に次ぐもの。13 の③(1)に準じて選ぶ。 

         高等学校の部    入選に次ぐものから若干数選ぶ。 

                

◎ 特別賞･･･最優秀の中から特別賞(８賞１４人)を選ぶ。 

 

 

 

 

 



11 県審査日程  １０月 ５日(木)  第１回合同審査会(打ち合わせ) 

                     (審査期間) 

        １０月２４日(火）   第２回審査会(最終審査)小学校・中学校・高等学校 

        １２月２６日(火)  表彰式 (県立図書館) 

  

12 読書感想文集 最優秀作品・優秀作品、本人の言葉、短評、審査概評、入選者名簿・佳作者 

名簿など。 

 

13 県審査への応募時の注意 

   ① 参加申込票 

各郡市支部及び高等学校は、別紙Ⅰ ｢参加申込票｣に必要事項をもれなく記入し

て提出すること。(メールでも可) 

 

   ② 出品目録 

各郡市支部及び高等学校は、県出品作品とともに、別紙Ⅱ ｢県出品目録｣  

および 別紙Ⅳ｢佳作作品目録｣ に必要事項を正確に記入して提出すること。  

(小・中学校は指定の Excel ファイルに入力して USB メモリを提出する) 

 

   ③ 出品数 

(１) 小学校･中学校の部は、原則として郡市支部単位とする。ただし、小学校の部

と中学校の部とでは、出品数が異なる場合がある。別紙Ⅲ ｢県出品数｣をよく

確認すること。 

        (２) 高等学校の部は、１校につき自由 12 編以内･課題 8 編以内とする。 

      

 

   ④ 応募締切・・・令和５年９月２７日 (水）必着 

 

◎ 小･中学校の部で各郡市支部の審査を経た作品の送付先 

 

                       〒703-8231 岡山市中区赤田 188-1 

岡山市立竜操中学校 門田 琴音 

TEL  ０８６－２７２－９６９６ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ryusoc@city-okayama.ed.jp 

 

◎ 高等学校の部で各校の審査を経た作品の送付先 

 

〒710-0842 倉敷市吉岡 330 

              岡山県立倉敷南高等学校 平松 玲子 

             TEL  ０８６－４２３－０６００ 

              ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ kuramina03@pref.okayama.jp 

 

  ＊できるだけ夏休みの指導をお願いします。 

 ＊文中の別紙Ⅰ及びⅡは、各郡市支部用と高等学校用があります。 

 ＊文中の別紙Ⅰ～Ⅳは、６月１５日（木）の第１回支部事務局長会議席上で、各支部の事務局

長にお渡しいたします。 

 ＊令和５年度より応募作品の返却は行いませんので、必要に応じてコピーを取っておいて

下さい。 


